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「健康長寿を実現する住まいと
 コミュニティの創造」

健康長寿を実現する住まいとコミュニティの創造
治療重点の医療から“疾病予防・健康増進”を重視する保健医療体系への転換が求めら

れているが、健康づくり（一次予防）のみの対策には限界が指摘されている。ここで、社会
レベルでの疾病予防（ゼロ次予防）の対象として、生活基盤である住環境の重要性が再認
識されている。
本プロジェクトでは、高齢化率が日本の４０年後と同じ４０％に達する中山間地域の高知

県梼原（ゆすはら）町をフィールドとした実証実験を行う。具体的には、フィールド調査に基
づいて、ゼロ次予防推進に貢献する住環境の論拠を獲得し、住民主体型の生涯学習およ
びＩＣＴを活用した住環境見守りシステムによって、健康長寿支援のしくみを構築する。

（独）科学技術振興機構 平成24年度採択 戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）

研究代表者：伊香賀俊治 慶應義塾大学教授

びＩＣＴを活用した住環境見守りシステムによって、健康長寿支援のしくみを構築する。

慶應義塾大学 伊香賀俊治研究室 1

社会実装対象： 高知県梼原町
(1)梼原町の概要
■面積236.51km² (森林率91％)

■人口3,892人 (高齢化率39.5％)

■1,760世帯(高齢単身世帯率18.6％)

(2)梼原町で研究開発を実施する理由
■ 住環境改善によるゼロ次予防推進
の基盤づくりに着手の基盤づくりに着手

■ 35年目を迎える「健康文化の
里づくり推進員制度」

■ 我が国の40年後の社会を想定
した実践的検証となる点

■ 2001年度以来の町と共同での
継続的な先行調査の蓄積を有する点

(3)梼原町に関する特記事項
■ 環境モデル都市として総理大臣が認証（2009.1）
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1959 年東京生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業、同大学院修了。（株）日建設計、東京大
学助教授を経て 2006 年より現職。専門分野は建築環境工学。博士（工学）。日本学術会議連携
会員。内閣官房、国交省、文科省、経産省、環境省、厚労省などの審議委員等を務める。共著に、

「CASBEE 入門」、「建築と知的生産性」、「健康維持増進住宅のすすめ」、「熱中症」、「LCCM 住宅
の設計手法」、「建物の LCA 指針」ほか。
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慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科教授

本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ地域住民地域住民地域住民地域住民

住環境改善意欲の向上住環境改善意欲の向上住環境改善意欲の向上住環境改善意欲の向上

住環境に関わる健康効果の明示住環境に関わる健康効果の明示住環境に関わる健康効果の明示住環境に関わる健康効果の明示住環境に関わる健康効果の明示住環境に関わる健康効果の明示住環境に関わる健康効果の明示住環境に関わる健康効果の明示

・生きがいの創出・生きがいの創出引継ぎ引継ぎ ・断熱性能の高い住宅・断熱性能の高い住宅
・・運動運動を誘発するを誘発する空間空間 ・活発な地域活動・活発な地域活動 等等

生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習
のののののののの

場の確立場の確立場の確立場の確立場の確立場の確立場の確立場の確立
健康に配慮した住まい・コミュニティ健康に配慮した住まい・コミュニティ健康に配慮した住まい・コミュニティ健康に配慮した住まい・コミュニティ健康に配慮した住まい・コミュニティ健康に配慮した住まい・コミュニティ健康に配慮した住まい・コミュニティ健康に配慮した住まい・コミュニティ

本プロジェクトが創出しようとする成果
(1)ゼロ次予防推進に貢献する論拠の獲得
(2)持続可能な生涯学習の場の確立
(3)負担の少ない健康長寿支援システムの構築

・自宅の問題把握
・生活習慣の見直し

ノウハウのノウハウのノウハウのノウハウのノウハウのノウハウのノウハウのノウハウの
継承継承継承継承継承継承継承継承

医療福祉従事者医療福祉従事者医療福祉従事者医療福祉従事者医療福祉従事者医療福祉従事者医療福祉従事者医療福祉従事者

負担の少ない健康長寿支援システムの構築負担の少ない健康長寿支援システムの構築負担の少ない健康長寿支援システムの構築負担の少ない健康長寿支援システムの構築負担の少ない健康長寿支援システムの構築負担の少ない健康長寿支援システムの構築負担の少ない健康長寿支援システムの構築負担の少ない健康長寿支援システムの構築
・・ICTICTと地域ネットワークの活用と地域ネットワークの活用
・少ない人員での見守りを達成・少ない人員での見守りを達成

健康長寿の実現健康長寿の実現健康長寿の実現健康長寿の実現健康長寿の実現健康長寿の実現健康長寿の実現健康長寿の実現

健康推進員健康推進員健康推進員健康推進員健康推進員健康推進員健康推進員健康推進員

協働協働
連携連携

見守り見守り

次代の健康推進員次代の健康推進員次代の健康推進員次代の健康推進員次代の健康推進員次代の健康推進員次代の健康推進員次代の健康推進員

ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ 本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ本研究開発グループ
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住まい,コミュニティと健康
に関するアンケート調査実施

住環境満足度，健康，
地域活動参加状況 等

お梼原町（2002,2004,2009）

コミュニティと健康に関する

応募者らの先行調査 実証プログラム
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ソーシャルキャピタル
健康状態・症状

①追跡①追跡①追跡①追跡
調査調査調査調査

Act.1Act.1 住環境に関する健康リスクの検証住環境に関する健康リスクの検証住環境に関する健康リスクの検証住環境に関する健康リスクの検証住環境に関する健康リスクの検証住環境に関する健康リスクの検証住環境に関する健康リスクの検証住環境に関する健康リスクの検証 Act.2Act.2 住環境を含む住環境を含む住環境を含む住環境を含む住環境を含む住環境を含む住環境を含む住環境を含む
生涯生涯生涯生涯生涯学習の推進生涯学習の推進生涯学習の推進生涯学習の推進学習の推進学習の推進学習の推進学習の推進

Act.3Act.3 住環境見守り住環境見守り住環境見守り住環境見守り住環境見守り住環境見守り住環境見守り住環境見守り
システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証

本調査

③住環境データの③住環境データの③住環境データの③住環境データの
実測調査実測調査実測調査実測調査

STEP.1の調査結果を踏まえ
た勉強会の実施
（ゼロ次予防と一次予防の拡充）

②地域・②地域・②地域・②地域・
都市間都市間都市間都市間
比較比較比較比較

検証検証検証検証検証検証検証検証
結果結果結果結果結果結果結果結果
還元還元還元還元還元還元還元還元

検証検証検証検証検証検証検証検証
結果結果結果結果結果結果結果結果
還元還元還元還元還元還元還元還元

連携連携連携連携連携連携連携連携
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具体的な研究開発の内容

コミュニティと健康に関する
アンケート調査の実施
小布施町, 北九州市，
千代田区等（2009）

CASBEECASBEE健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ健康ｺﾐｭﾆﾃｨﾁｪｯｸﾘｽﾄ

ソーシャルキャピタル
健康状態・症状
全国調査（2011）

温湿度・空気質・消費電力

⑤健診データ⑤健診データ⑤健診データ⑤健診データ
との照合との照合との照合との照合

定期健康診断結果
雇用創造事業の参加状況

梼原町

バイタルデータ
（心拍、血圧等）

システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証システムによる実証

④生きがい④生きがい④生きがい④生きがい
の創出効の創出効の創出効の創出効
果の検証果の検証果の検証果の検証

ICTと地域ネットワークの連動による
住環境見守りシステムの実証

（温湿度，空気質，消費電力モニタリング）フィールドアンケート調査フィールドアンケート調査フィールドアンケート調査フィールドアンケート調査

医療・介護費抑制効果
プログラム実行の容易性 等

Webアンケート調査アンケート調査アンケート調査アンケート調査

活動量（歩行数） 等

モニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリング
結果結果結果結果結果結果結果結果
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⑥地域経済活性化効果の推計⑥地域経済活性化効果の推計⑥地域経済活性化効果の推計⑥地域経済活性化効果の推計
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研究代表者グループ研究代表者グループ研究代表者グループ研究代表者グループ研究代表者グループ研究代表者グループ研究代表者グループ研究代表者グループ

公衆衛生研究グループ公衆衛生研究グループ公衆衛生研究グループ公衆衛生研究グループ公衆衛生研究グループ公衆衛生研究グループ公衆衛生研究グループ公衆衛生研究グループ提案・助言提案・助言

伊香賀 俊治 教授 研究の総括、 学（自）、学（人社）

星 旦二教授、住生活の評価、健康教育の推進、学（自）＋学（人社）

学学学学学学学学
術術術術術術術術
研研研研研研研研
究究究究究究究究
者者者者者者者者

(

実
施
者)

自自自自自自自自
治治治治治治治治

提案・助言提案・助言

矢野 富夫 町長
吉田 尚人 副町長

◆ 町長部局◆ 町長部局◆ 町長部局◆ 町長部局

久保 栄八
教育長

連携連携

企画・運営企画・運営企画・運営企画・運営企画・運営企画・運営企画・運営企画・運営
◆教育委員会◆教育委員会◆教育委員会◆教育委員会 ◆福祉施設◆福祉施設◆福祉施設◆福祉施設

生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習 介護福祉介護福祉介護福祉介護福祉介護福祉介護福祉介護福祉介護福祉

プログラム提示プログラム提示

介護サービス介護サービス介護サービス介護サービス介護サービス介護サービス介護サービス介護サービス
なごみなごみなごみなごみなごみなごみなごみなごみ

梼原事業所

研究開発実施体制

体体体体体体体体
関関関関関関関関
係係係係係係係係
者者者者者者者者

企画財政課企画財政課企画財政課企画財政課企画財政課企画財政課企画財政課企画財政課
西村 新一
課長

総務課総務課総務課総務課総務課総務課総務課総務課
山本 正澄

課長

松原診療所松原診療所松原診療所松原診療所松原診療所松原診療所松原診療所松原診療所
宜保 美紀 所長

生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課
川田 忠久
課長

梼原病院梼原病院梼原病院梼原病院梼原病院梼原病院梼原病院梼原病院
内田 望 院長

環境整備課環境整備課環境整備課環境整備課環境整備課環境整備課環境整備課環境整備課
矢野 準也

課長

産業振興課産業振興課産業振興課産業振興課産業振興課産業振興課産業振興課産業振興課
来米 修作
課長

環境モデル都市環境モデル都市環境モデル都市環境モデル都市環境モデル都市環境モデル都市環境モデル都市環境モデル都市
推進室推進室推進室推進室推進室推進室推進室推進室

大崎光雄 室長

(

協
力
者)

ゼロ次ゼロ次ゼロ次ゼロ次ゼロ次予防推進ゼロ次予防推進ゼロ次予防推進ゼロ次予防推進予防推進予防推進予防推進予防推進
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保健福祉支援センター保健福祉支援センター保健福祉支援センター保健福祉支援センター保健福祉支援センター保健福祉支援センター保健福祉支援センター保健福祉支援センター
内田 望 ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ
橋田 淳一 センター長
久保 八栄美 参事

四万川診療所四万川診療所四万川診療所四万川診療所四万川診療所四万川診療所四万川診療所四万川診療所
川村 欣之所長

梼原事業所
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自宅とモデル住宅の違いを体感しましょう！

モデル住宅（下組） モデル住宅（松原）モデル住宅（下組） モデル住宅（松原）モデル住宅（下組） モデル住宅（松原）モデル住宅（下組） モデル住宅（松原）

慶應義塾大学 伊香賀俊治研究室 6

● 調査対象： 健康推進員の方のお住まい 20世帯
● 実施時期： 2013年2月中旬～2月下旬
● 調査項目： 健康関連QOL，病歴、温湿度、放射環境、

家庭血圧、活動量、心電図
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プロジェクト紹介

住民参加型のプロジェクトにするために

慶應義塾大学 伊香賀俊治研究室 7

高知放送ニュース（2012年11月16日夜） NHKニュースおはよう日本（2012年11月29日）

研究開発の成果の活用・展開と将来展望
プロジェクト終了後の持続性
（１）成果を持続するための担い手と経済的な持続性
梼原町保健福祉支援センターの指導のもと、住民（健康推進員など）と医療福祉

サービス事業者が担い手となることを想定。住環境改善のアドバイスなどについて
は研究代表者らが引き続き協力体制を築き、ノウハウを行政・住民に引き継いてい
く。住環境の見守りシステムについては、医療・介護負担の軽減効果に依存すると
ころが多いが、健康教育については地域の継続的な実施が期待できる。
（２）経済的効率性
経済的な持続可能性については、医療・介護費の抑制の経済効果に依存すると

8

ころが多い。住環境における健康リスクは少なくなく、改善効果はあると予測される。
この点については、疾病罹患の回避による地域の経済効果等の多面的な検証か
ら、複合的な効果の解明を導く展開を計画。
創出された成果の一般性・他のｺﾐｭﾆﾃｨへの展開・実装可能性
研究開発成果については、まず同様の課題を抱える高知県内の中山間地域の

町に展開する。これによって、高知県「日本一の健康長寿県構想」に貢献・発信・
普及につながると期待。また、多摩ニュータウンにおける応募者らの先行調査の
結果に基づき、都市部での高齢化問題について推測していくことも検討課題として
いる。

慶應義塾大学 伊香賀俊治研究室


